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牛 年 刀 日
本 符 地
出 牛 地
昭 和 3 9 年 4  刀
昭 不 1 1 6 3 " . 4  門
平 成 元 郁 3 月
_ 畦 赴
占 丑
東 北 大 学 膿 学 部 卒 業
教 授 略 歴
昭 和  2 什  2 j ] 2 4 日
宮 城 県
束 京 都
昭 和 2 5 年 3 門 東 北 大 学 農 学 部 助 手
昭 和 3 9 年 7 j 」 東 北 人 学 膿 学 部 如 力 教 授
昭 和 四 年 4 j ] 東 北 大 学 農 学 部 教 授
家 青 育 仟 学 講 座 扣 仟 , 現 在 に 至 る 。
昭 和 5 0 年 4 打 ~ 9 円 裟 畜 繁 列 i 学 , 志 座 択 仟 α 財 I D
昭 和 6 4 年 l j 」 東 北 人 学 評 議 員
学 会 な ら び に 社 会 に お け る 1 舌 動
( ネ ト ) 日 本 畜 産 学 会 東 北 支 部 長 を 経 て 昭 和 6 2 年 よ り 副 会 長
日 本 家 禽 学 会 別 出  U 粥 和 5 フ ィ 卞 よ り )
昭 和 5 4 仟  3  打 よ り 農 水 行 , 寺 〒 産 仮 興 密 議 会 委 員 ( 昭 和 6 2 q  3 1 」 )
昭 和 罷 q 3 j 」 よ り 同 特 別 委 員 , 現 在 に 至 る 。
昭 和 認 仟 7 " よ り 口 木 学 術 会 議 育 朴 学 研 先 述 絡 委 U 会 委 R , 現 在 に 至 る 。
Π 本 学 術 会 議 会 負 第 1 3 期 ( 第 6 部 地 域 農 学 )昭 村 1 6 0 " 1  j j
日 本 学 術 会 纎 会 R  第 H 期 ( 第 6 部 糸 産 学 )
昭 和 6 3 "  7  打













































21 の 日 本 短 角 種 よ り み 九 肉 用 牛 生 産 の 課 題
山 岸 敏 宏
由 王
水 間
』 王 己 ,
肉 用 牛 研 究 会 報  3 化 1 3 - 1 5  1 9 8 0
I D  昭 和 5 4 年 度 に お け る 肉 牛 の 肥 育 経 営 調 査
福 島 豊 一 , 辻 荘 一 , 向 井 文 雄 , 小 野 茂 樹 , 宮 崎 昭 , 水 問
小 島 洋 一 , 井 上 良 , 福 原 利 一
肉 用 牛 研 究 会 報  3 0 : 3 5 - 3 7  1 9 8 0
山 岸 敏 宏
1 2 ) 奧 羽 種 畜 牧 場 に お け る 日 本 短 角 種 雌 牛 の 子 牛 生 産 性 お よ び 双 子 出 現 率 に つ い て
丘 起
山 本 幸 造 , 山 岸 敏 宏 , 河 内 清 , 水 間
日 畜 東 北 支 部 会 報  3 1 : 3 0 - 3 1  1 9 8 1
1 3 ) 日 本 短 鈎 種 の 放 牧 組 合 の 調 査
山 岸 敏 宏 , 鈴 木 啓 一 , 及 川 卓 郎 , 武 田 尚 人 , 鹿 野 裕 志 , 城 田 昌 之
」 皇 赴
水 問
J E 己 ,
高 嶋 ゆ か り , 金 井 幹 泰 , 河 原 雅 弘 , 本 郷 秀 毅 , 矢 内 清 恭
肉 用 牛 研 究 会 報  3 4 3 - 4  1 9 8 2
1 7 ) 日 本 短 角 種 ・ 黒 毛 和 種 お よ び そ れ ら の 交 雑 種 の 肉 質 に 関 す る 研 究
山 岸 敏 宏 , 星 野 忠 彦 , 鈴 木 惇 , 足 立 達 , 須 山 享 三
玉 手 英 夫 , 水 問
雌 宜
占 デ . ,
食 肉 に 関 す る 助 成 研 究 調 査 成 果 報 告 書  1 : 5 6 - 6 2  1 9 船 , 2 : 3 7 - 4 4  1 9 8 4
伊 藤 記 念 財 団
1 8 ) 濃 厚 飼 料 多 給 で 肥 育 さ れ 九 黒 毛 和 種 と 日 本 短 角 種 に 関 す る 研 究
山 岸 敏 宏 , 星 野 忠 彦 , 鈴 木 惇 , 足 立 達 , 須 山 享 三
玉 手 英 夫 , 水 問
" 皇
5 ヨ . ,
食 肉 に 関 す る 助 成 研 究 調 査 成 果 報 告 書  3 : 6 0 - 6 5  1 9 8 5




畜 研  3 9 : 1 2 3 - 1 2 8  1 9 8 5
2 の 日 本 短 角 種 子 牛 の 2 1 0 日 齢 体 重 に お よ ぼ す 環 境 要 因 な ら び に 種 雄 牛 の 影 響 に つ
い て
山 本 敏 宏 , 加 藤 悦 子 , 水 問
' ● 1 1
占 デ ー
肉 用 牛 研 究 会 穀  4 4 : 6 - 8  1 9 8 7
1 4 ) 黒 毛 和 種 ・ 日 本 短 角 種 子 牛 の 発 育 に お よ ぼ す 放 牧 時 の 別 飼 な ら び に 群 飼 時 の 社
会 的 順 位 の 影 響
太 田 實 , 佐 藤 衆 介
」 讐 1
横 山 政 宏 , 山 岸 敏 宏 , 大 山 政 勝 , 水 間
, 正 己 ,
東 北 大 学 川 渡 農 場 穀 告  2 : 1 1 7 - 1 2 1  1 9 8 2
1 5 )  s t u d i e s  o n  t h e  b r e e d i n g  s t r u c t u r e  o f  J a p a n e s e  s h o r t h o r n  c a t t l e
M I Z U M A  Y . &  T .  Y A M A G I S H I
P r o c .  v t h  w o r l d  c o n f e r .  A n i m .  p r o d . 2 : 2 9 - 3 0  1 9 8 3
1 6 )  E a r l y  g r o w t h  r a t e  a n d  s u C 1 ζ l i n g  b e h a v i o u r  i n  c a l v e s  o f  J a p a n e s e
S h o r t h o r n ,  J a P 日 Π e s e  B l a c k  a n d  t h e i r  r e c i p r o c a l  c r o s s e s .
Y A M A G I S H I T . &  Y .  M I Z U M A









































4I D  宮 城 県 に お け る 黒 毛 和 種 産 子 の 生 時 体 重 お よ び 近 交 係 数
山 岸 敏 宏 , 水 問
上 地
S デ .
肉 用 牛 研 究 会 報  3 4 : 1 0 - 1 1  1 9 8 2
1 の 肉 用 牛 育 種 集 団 に お け る 血 統 お よ び 体 型 の 分 析 方 法
亘 虹
山 岸 敏 宏 , 武 田 尚 人 , 水 問
」 王 己
日 畜 東 北 支 部 会 報  3 2 . 2 9 - 3 0  1 9 詑
1 3 ) 宮 城 県 に お け る 和 牛 改 良 組 合 の 改 良 基 礎 雌 牛 集 団 の 繁 殖 構 造
豊
内 田 宏 , 山 岸 敏 宏 , 水 問
日 畜 東 北 支 部 会 報  3 5 : 3 3 - 3 5  1 9 8 5
1 4 ) 宮 城 県 産 黒 毛 和 種 登 録 雌 牛 の 審 査 成 績 お よ び 体 各 部 位 測 定 値 の 過 去 1 0 年 問 の
推 移
皿 礼
内 田 宏 , 萱 場 猛 夫 , 山 岸 敏 宏 , 水 問
5 ヨ .
日 畜 東 北 支 部 会 報  3 5 . 1 3 6 - 1 3 9  1 9 8 5
C .
1 8 ) 沖 縄 に お け る 黒 毛 和 種 島 峡 集 団 の 繁 殖 構 造
及 川 卓 郎 , 山 岸 敏 宏 , 水 問 豊
日 畜 会 報  6 0 : 1 0 7 6 - 1 0 8 1  1 9 8 9
1 5 ) 肉 用 牛 集 団 の 開 放 型 中 核 育 種 シ ス テ ム に お け る 選 抜 反 応
" 虹
山 岸 敏 宏 , 城 内 仁 , 水 問
』 王 i ! .
日 畜 会 報  6 0 : 4 5 9 - 4 6 6  1 9 8 9
ブ ラ ー マ ン 種 に 関 す る 研 究
D  ブ ラ ー マ ン 種 お X 黒 毛 和 種 , 日 本 短 角 種 お よ び ホ ル ス タ イ ン 種 9 の F 1 の 飼 料
利 用 性 と 産 肉 能 力 の 研 究  1
山 岸 敏 宏 , 正 木 淳 二 , 太 田 實
0 赴
水 間 」 歪 . ,
食 肉 に 関 す る 助 成 研 究 調 査 成 果 報 告 書  3 : 3 1 - 3 3  1 9 8 5 , 4 : 5 7 - 6 5  1 9 8 6
伊 藤 記 念 財 団
1 6 ) 肉 用 牛 集 団 の 開 放 型 中 核 育 種 シ ス テ ム に お け る 近 交 係 数
」 堂 1
山 岸 敏 宏 , 城 内 仁 , 水 間
S a .
日 畜 会 報  6 0 : 1 0 2 2 - 1 0 2 7  1 9 8 9
1 7 ) 黒 毛 和 種 体 側 定 値 の 種 雄 牛 評 価 に 対 す る B L U P 法 適 用 の 検 討
氏 家 哲 , 八 巻 邦 次 , 山 岸 敏 宏 , 水 問
』 五 主
日 畜 会 報  6 0 : 8 1 7 - 8 2 3  1 9 8 9
1 9 ) カ ラ ー 画 像 解 析 装 置 を 用 い 九 牛 口 ー ス 芯 断 面 の 脂 肪 割 合 の 推 定
口 田 圭 吾 , 八 巻 邦 次 , 山 岸 敏 宏 , 水 問 豊










































64 ) 日 本 短 角 種 一 短 角 を 上 手 に 飼 う た め に ー ( フ K 問 豊 編  P P . 1 - 4 2 の
豊
水 問
日 本 短 角 種 は 何 故 注 目 さ れ る の か  1 - 1 8
生 産 費 と 収 益 性  2 0 1 - 2 1 2
短 角 種 肥 育 牛 の 流 通 の 特 徴  2 1 9 - 2 3 3
日 本 短 角 種 の 今 後 の 課 題  2 5 5 - 2 7 6
品 種 成 立 の 歴 史 と 登 録 の 推 進  2 7 フ - 3 0 6
第 1 回 日 本 短 角 種 総 合 共 進 会 の 成 績 と そ の 考 察  3 4 2 - 3 5 2




オ ー ス ト ラ リ ア の 牛 肉 生 産 環 境 と 自 然 条 件  9 - 7 9
農 政 調 査 委 員 会  1 9 8 4
5 ) 日 本 短 角 種 正 常 発 育 曲 線  1 - 2 4
水 問
豊
日 本 短 角 種 登 録 協 会  1 9 8 1
2 ) 宮 城 県 ホ ル ス タ イ ン 高 等 登 録 牛 の 体 型 の 変 遷
北 条 嗣 也 , 山 岸 敏 宏 , 水 間
雌 吐
^
日 畜 東 北 支 部 会 報  2 4 : 1 9 - 2 1  1 9 7 4
6 ) 日 本 短 角 種 マ キ 牛 の 繁 殖 改 良 に 関 す る 調 査 報 告 書 ( 水 間 豊 編  P P . 1 - 8 5 )
水 問
豊
日 本 短 角 種 の 放 牧 ・ 改 良 増 殖 に お け る 今 後 の 課 題  7 4 - 8 0
日 本 短 角 種 登 録 協 会  1 9 8 2
② 乳 牛 に 関 す る 研 究
フ ) 日 本 短 角 種 の 民 間 改 良 キ 且 織 強 化 推 進 に 関 す る 調 査 報 告 書 ( 水 問 豊 編  P P . 1 - 7 の
豊
水 問
要 約 と 今 後 の 課 題  5 6 - 6 0
日 本 短 角 種 登 録 協 会  1 9 8 4
D  水 稲 単 作 農 家 の 酪 農 化 に つ い て の 一 考 察
豊水 問
東 北 農 業  5 : 3 4 6 - 3 4 9  1 9 5 1
8 ) 日 本 短 角 種 現 場 後 代 検 定 基 礎 調 査 に 関 す る 報 告 書
水 間 豊
日 本 短 角 種 の 育 種 改 良 の 成 果
1 . 改 良 目 標 と 改 良 方 向 の 推 移  4 - 1 1
日 本 短 角 種 登 録 協 会  1 9 朋
9 ) 豪 州 の 牛 肉 資 源 等 実 態 調 査 一 豪 州 の 牛 肉 生 産 環 境 と 肉 牛 産 業 の 構 造 一 ( 水 間













D studies on the characters of the hybrid pigs l. The reciprocal crosses
between Middle Yorkshire and chinese
MIZUMA Y.























83 ) 第 2 回 宮 城 県 無 作 為 雛 抜 取 見 本 経 済 検 定 成 績
』 1 ι 王
水 間
』 王 丑
鶏 研  3 5 a o ) : 1 1 2 - 1 1 4  3 5 ( 1 1 ) : 1 1 0 - 1 1 8  1 9 印
4 ) 宮 城 県 の 無 作 為 抜 取 り 雛 に よ る 産 卵 能 力 経 済 検 定 の 成 穎 を め ぐ っ て
豊
水 間
種 鶏 北 日 本  4 : 1 1 - 2 4  1 9 6 0




東 北 大 学 農 学 部 家 畜 育 種 学 教 室 刊  P P . 1 - 1 2 5  1 9 6 3
6 ) 北 日 本 種 鶏 改 良 協 会 産 卵 鶏 の 経 済 能 力 検 定 の 成 績 に っ い て
" 赴
水 問
」 § 呈 .
東 日 本 種 鶏 研 究 会 . 北 日 本 種 鶏 研 究 会 合 同 研 究 会  1 - 2 9  1 9 6 7
h a t c h a -
O n
D  s t u d i e s  o n  t h e  e 仟 e c t  b y  t h e  e m b r y o n i c  e n v l r o n m e n t
O f  c h i c k e n s
M I Z U M A  Y .
1 .  T h e  i n n u e n c e  o f  a l b u m e n  e x c h a n g e  l n  p o u l t r y  e g g  o n  h a t c h a b i l i t y
T o h o k u  J .  A g r .  R e s . 1 0 : 4 3 - 5 7  1 9 5 9
2 ) Ⅱ .  T h e  i n f l u e n c e  o f  a l b u m e n  r e m o v a l  i n  p o u l t r y  e g g
b i 1 北 y ,  g r o w t h  a n d  e g g ・ 1 e y l n g  p e r f o r m a n c e
M I Z U M A  Y . &  H .  H A S H I M A
T o h o k u  J .  A g r .  R e s . 1 2 : 2 2 1 - 2 3 7  1 9 6 1
ウ ズ ラ を 用 い た 近 交 退 化 に 関 す る 研 究{  2  }
O n  t h e  c h a r a c t e r
1 ) 日 本 ウ ズ ラ の 近 交 退 化 に 関 す る 研 究
新 城 明 久 , 水 間 豊 , 西 田 周 作
家 禽 会 誌  8 : 2 3 1 - 2 3 7  1 9 7 1
2 ) 近 交 系 問 交 配 ウ ズ ラ に お け る 近 交 退 化 と 遺 伝 的 荷 重
新 城 明 久 , 水 間 豊 , 西 田 周 作
家 禽 会 誌  9 : 2 5 4 - 2 6 0  1 9 7 2
3 ) 近 交 系 ウ ズ ラ の 適 応 度 に お よ ぼ す 放 射 線 照 射 の 効 果
西 田 周 作
1 1 1 1
新 城 明 久 , 水 間
ぢ 王 . ,
家 禽 会 誌  1 0 : 2 2 6 - 2 3 1  1 9 7 3
4 )  A  s e r i e s  o f  n o r m e l  s t a g e s  i n  t h e  e a r l y  d e v e l o p m e n t  o f  J a p a n e s e
q u a 1 1 ,  c o t u r n l x  c o t u r n l x  〕 a p o n l c a ,  e m b r y o
S A T O  K . ,  T .  H O S H I N O ,  Y .  M I Z U M A  &  S .  N I S H I D A
T o h o k u  J .  A g r .  R e s . 2 2 : 8 0 - 9 5  1 9 7 1















6) The effect of alteration in the internal environment of poultry egg
On embryonlC 套rowth
NISHIDA S., K. ARAI & Y. MIZUMA
Proc.13th world's poult. congr. Klev, sect pap.536-539 1966
フ) studies on the effect of the alteration in the internal enⅦronment of
Poultry e曾g on embryonic growth
Ⅱ. A comparlson of embryonlc growth ln wldely different chlckens
In egg slze
ARAI K., Y. MIZUMA & S. N玲HIDA
Tohoku J. Agr. Res.23:33-44 1972
8)Ⅲ. The effect of reciproca] crossing
Japanese Bantam on body conformatlon
ARAI K, Y. MIZUMA & S. NISHIDA
Tohoku J. Agr. Res.25:130-136 1974
9
55-59
9) 1V. The effect of intergeneric albumen exchange
and metarsal bone length ln day・old chlcks
ARAI K., Y. MIZUMA & S. NISHIDA
Toh01くU J. Agr. Res.25:137-141 1974
1965
1の V. Effect of albumen removal on embryonic growth in chickens
ARAI K., Y. MIZUMA & S. NISHIDA
Tohoku J. Agr. Res.26:30-34 1975
ID Ⅵ. Hatching weight and water content in chicks from partia11y
albumen-removed eggs.
ARAI K., Y. MIZUMA & S. N玲HIDA
Tohoku J. Agr. Res.26:フフ-83 1975
between white Leghorn and
In ay、old chicks
1 0
1 3 ) 無 作 為 交 配 集 団 ウ ズ ラ に お け る 卵 構 成 成 分 の 分 析
畦 翌
荒 井 敢 太 , 水 問
」 王 己
秋 田 農 短 大 報  2 : 1 - 9  1 9 7 6
1 4 ) 鶉 卵 に お け る 卵 白 抜 き と り が 聨 化 率 お よ び 解 化 時 体 重 に 及 ぼ す 効 果
」 ! ' 1
荒 井 敢 太 , 水 間
三 デ .
秋 田 農 短 大 報  2 : 1 0 - 2 0  1 9 7 6
8 ) ホ ロ ホ ロ チ . ウ の 血 清 蛋 白 の 遺 伝 変 異
小 坂 末 蔵 , 笠 原 謙 , 矢 萩 剛 , 斎 藤 修 , 森
水 問
豊
日 畜 東 北 支 部 会 報  3 3 : 4 8 - 5 1  1 9 8 3
鳥 類 に お け る 種 問 , 属 問 雑 種 に 関 す る 研 究
(  4  )
慶 二 , 鈴 木 由 郎 , 海 老 名 正 司
D  s t u d i e s  o n  t h e  c h i c k e n ・ q u a i l  h y b r i d s
T A K A S H I M A  Y . &  Y .  M I Z U M A
J a p a n e s e  J .  p o u l t .  s c i . 1 8 : 2 6 7 - 2 7 2  1 9 8 1
2 )  T h e  c o m p a r i s o n  o f  s k e l t o n s  o f  c h i c k e n ,  J a p a n e s e  q u a i l  a n d  c h i c k e n ・
q u a 1 1  h y b r i d s
T A K A S H I M A  Y . &  Y .  M I Z U M A
T o h o k u  J .  A g r .  R e s . 3 2 : 1 3 9 - 1 4 5  1 9 8 1
3 )  T h e  t e s t s  o f  c h i c k e n ・ q u a i l  h y b r i d
T A K A S H I M A  Y . &  Y .  M I Z U M A
T o h o k u  J .  A g r .  R e s . 3 2 : 1 4 6 - 1 5 0  1 9 8 1
4 )  T h e  s e x  r a t i o  o f  c h i c k e n ・ q u a i l  h y b r i d s
T A K A S H I M A  Y . &  Y .  M I Z U M A
J a p a n e s e  J .  p o u l t .  s c i . 1 9 : 5 3 - 5 5  1 9 8 2
5 )  T h e  p l u m a g e  c 0 1 0 r  a n d  f e a t h e r i n g  i n  c h i c k e n ・ q u a i l  h y b r i d s
T A K A S H I M A  Y . &  Y .  M I Z U M A
T o h o k u  J .  A g r .  R e s . 3 4 : 5 - 1 0  1 9 8 3
田  F e r t i l i t y  a n d  h a t c h a b i l i t y  o f  i n t e r s p e c i f i c  h y b r i d  e g g s  b e t w e e n  w i l d
a n d  d o m e s t i c  d u c k s  b y  a r t i f i c i a 1 1 n s e m i n a t i o n
A R A I  K ,  N .  G O T O ,  S .  K O S A K A ,  T .  S A T O  &  Y .  M I Z U M A
P r o c .  v t h  w o r l d  c o n f e r .  A n i m .  p r o d . 2 : 1 3 9 - 1 4 0  1 9 8 3
フ ) 野 生 鳥 類 に お け る 雑 種 化 現 象 の 血 清 学 的 判 定 因 子 に 関 す る 研 究
1 . キ ジ , ヤ マ ト リ お よ び キ ン ケ イ の 且 l b u m i n ,  t r a n s f e r r i n  p r e a l b u m i n  の
遺 伝 変 異 に つ い て
小 坂 末 蔵 , 石 川 一 夫 , 加 藤 和 之 , 滝 口 和 彦 , 森 慶 二 , 荒 井 敢 太 , 水 間
' 地





1の Feti1北y and hatchability of multゆle hybrid eggs produced by
Copulation among specles of Anas.
ARAIK.& Y. MIZUMA
ProC 18th world'S POU]try congress,57フ-579.1988
1) Microcomputer usage for the meesurement of chromosomes and the
Preparation of karyotypes
TAKAHASHIY.& Y. MIZUMA
Jpn. j. zootech. sci.56:725-735 1985
(励ウズラにおける抗体産生能の選抜に関する研究
D selective breeding for high and low antibody
Vated Newcastle dlsease vlrus ln Japanese quail
TAKAHASHIS., T.1NOOKA & Y. MIZUMA
Poult. sci.63:595-599 1984
2) 1mmun010gicaltraits in generation 7 t0 12 0f two lines of Japanese
qua11 Selected for high or low antibody response to Newcastle dlsease
Vlrus
INOOKA T., S. TAKAHASHI, H. TAKAHASHI& Y. MIZUMA
Poult. sci.63:1298-1302 1984
弘,高橋慎二
3) selection for high and low titre to inactivated Newcastle disease
Virus vacclne ln Japanese qua11
TAKAHASHIS, T.1NOOKA, H. TAKAHASHI& Y. MIZUMA
Proc.17th world's poultry sci. Association v01.17:120-123 1984
11
4) Breeding for entibody producibility to Newcastle disease virus and
dlsease reslstance ln Jepanese qulal
TAKAHAS亘IS, T.1NOOKA, H. TAKAHASHI& Y. MIZUMA









2 )  H i g h  r e s o l u t i o n  b a n d i n g  c h r o m o s o m e s  o f  J a p a n e s e  q u e i l ( c o t u r n i x
C o t u r n i x  j a p o n i c a )
T A K A S H I M A  Y . &  Y .  M I Z U M A
T o h o k u  J .  A g r .  R e s . 3 6 : 7 5 - 7 8  1 9 8 5
3 )  M i t o t i x  c h r o m o s o m e s  o f  c h i n e 3 e  b u t t o n  q u e i l  ( T u r n l x  s u s  c i a t o r )
T A K A S H I M A  Y . &  Y .  M I Z U M A
T o h o k u  J .  A g r .  R e s . 3 6 : 6 9 - 7 3  1 9 8 5
4 ) 高 精 度 分 染 法 ( H R B ) に よ る ウ ズ ラ 染 色 体 の 異 形 性 の 観 察
, 1 , ι
高 嶋 良 弘 , 高 橋 慎 司 , 高 橋 弘 , 水 間
』 亘 ヨ .
環 境 科 学 研 究 に 適 し た 実 験 動 物 の 開 発 ・ 改 良 : 科 学 技 術 庁 振 興 調 整 研 究 報 告
5 1 - 5 6  1 9 8 9
( フ )
鶏 の 斗 争 行 動 に 関 す る 研 究
D  育 成 期 の 雛 の 成 長 に お よ ぼ す 斗 争 的 行 動 の 影 響
豊
内 田 宏 , 水 問
宮 農 短 大 学 報  2 3 : 四 、 5 2  1 9 7 6
2 ) 飼 料 制 限 が 成 長 中 の 雛 の 斗 争 性 と 1 順 位 性 に 及 ぼ す 影 響
1 , 且
内 田 宏 , 水 問
』 王 i ! .
成 長  1 8 : 1 3 - 1 8  1 9 7 9
3 . 実 験 小 動 物 を 用 い 九 家 畜 育 種 の 基 礎 的 研 究
住 } 種 々 の 形 質 に 関 す る マ ウ ス の 選 抜 実 験 と 選 抜 系 の 能 力 に 関 す る 研 究
a . 体 重 の 選 抜
D  各 種 飼 料 条 件 下 に お け る マ ウ ス 体 重 大 ・ 小 系 統 の 骨 の 大 き さ
後 藤 信 男 , 水 問 豊 , 西 田 周 作
成 長  4 : 6 - 1 1
3 ) マ ウ ス の 成 長 に と も な う 増 体 量 の 変 化
西 田 周 作
』 劃 圭
後 藤 信 男 , 水 問
5 ヨ . ,
成 長  6 : 1 0 - 1 5  1 9 釘
4 ) 体 重 大 お よ び 小 に 選 抜 さ れ 九 マ ウ ス 系 統 の 酢 素 活 性 お よ び 血 清 蛋 白
1  2 つ の 異 な る 栄 養 条 件 下 で 体 重 大 に 選 抜 さ れ 九 マ ウ ス 系 統 の 酵 素 活 性 お よ び
血 清 蛋 白
山 岸 敏 宏 , 河 本 泰 生 , 水 間 豊 , 西 田 周 作
日 畜 会 報  4 0 : 3 9 8 - 4 0 3  1 9 6 9
2 ) マ ウ ス の 体 重 選 抜 と 環 境
豊
水 間
















8) The growth of mice selected for body size under two different nutri-
tion reared at different temperatures and dlets
KAYABA T, Y. MIZUMA & S. NISHIDA
Tohoku J. Agr. Res.26:125-130 1975
5) Genetic parameters of growth traits and elkaline phosphatase in
Inlce
YAMAKIK, Y.0OTOMO & Y. MIZUMA
Tohoku J. A宮r. Res.35:23-31 1984
9) Thyroid activity in mice selected for body・size
YAMAKIK. Y. MIZUMA & S. NISHIDA
Tohoku J. Agr. Res.27:122-127 1976
b.アルカリホスファターゼと体重
D Growth and alkaline phosphatase
Ⅱ. selection response of mlce for body slze
YAMAKIK.& Y. MIZUMA
Tohoku J. Agr. Res.28:1Ⅱ・117 197フ
2) The tissue sources of plasma alkaline phosphatase in the mice
YAMAKIK, Y.0OTOMO & Y. MIZUMA
Tohoku J. Agr. Res.30:24-31 1979
3) correlated response of 目rowth tra北S to selection for high and low
Plasma elka11ne phosphatase ln mlce
YAMAKIK.& Y. MIZUMA
Theo. APPI. Genet.62:281-287 1982
4) usefulness of biochemicalindex as a selection crlterlon
YAMAKIK.& Y. MIZUMA
Proc. vth world confer. Anlm. prod.2:95-96 1983
13
1 4
飢 餓 抵 抗 性 選 抜 系 に 関 す る 研 究C .
D  飢 餓 抵 抗 性 選 抜 系 マ ウ ス の 代 償 成 長 時 の 化 学 的 体 構 成 お よ び 飼 料 効 率 の 比 較
史 t
鈴 木 啓 一 , 山 岸 敏 宏 , 水 問
』 王 己
日 畜 会 報  4 9 : 2 4 3 - 2 4 9  1 9 7 8
2 )  s t u d y  o n  t h e  c h a n g e s  o f  t h e  n u c l e i c  a c i d s  c o n t e n t  o f  t h e  l i v e r  a n d
k i d n e y  d u r l n g  c o m p e n s a t o r y  牙 r o w t h  o f  t h e  m i c e  f o r  r e s l s t a n c e  t o
S t a r v a t l o n
S U Z U K I K ,  T .  Y A M A G I S H I  &  Y .  M I Z U M A
T o h o k u  J .  A g r .  R e s . 2 9 : 7 8 - 8 7  1 9 7 8
3 )  s t u d y  o n  t h e  a d i p o s e  t i s s u e  c e 1 1 U l a r 北 y  a n d  t h e  l i p i d m e t a b o l i s m  i n
t w o  l i n e s  o f  m l c e  s e l e c t e d  f o r  r e s l s t a n c e  t o  s t a r v a t l o n
S U Z U K I K ,  T .  Y A M A G I S H I &  Y .  M I Z U M A
J p n .  J .  z o o t e c h .  s c i . 5 1 : 2 9 3 - 3 0 0  1 9 8 0
3 ) 攻 撃 性 高 低 両 系 統 マ ウ ス の 生 殖 腺 除 去 後 の 攻 雌 性 に 対 す る ア ン ド ロ ー ジ ェ ン 投
与 の 効 果
内 田 宏 , 水 間
1 蛙 1
5 ヨ .
日 畜 会 報  5 5 : 3 1 - 3 5  1 9 8 4
心 体 脂 肪 比 率 高 低 選 抜 系 マ ウ ス の 飢 餓 生 存 日 数 と 脂 質 代 謝 の 比 較
鈴 木 啓 一 , 山 岸 敏 宏 , 萱 場 猛 夫 , 水 問
型 赴
」 五 主
日 畜 会 報  5 1 : 7 5 4 - 7 5 9  1 9 8 0
5 )  N u m b e r  a n d  a r e a  o f  m u s c l e  f i b e r s  i n  m i c e  s e l e c t e d  f o r  h i g h  a n d  l o w
r e s l s t a n c e  t o  s t e r v a t l o n
0 I K A W A  T . ,  T .  Y A M A G I S H I  &  Y .  M I Z U M A
T o h o k u  J .  A g r .  R e s . 3 3 : 1 3 1 - 1 3 7  1 9 8 3
d . 攻 撃 性 の 分 系 育 種 に 関 す る 研 究
D  マ ウ ス の 攻 撃 性 に 関 す る 分 系 育 種
内 田 宏 , 水 問 豊
日 畜 会 報  5 4 : 4 3 9 - 4 4 6  1 9 部
2 ) 攻 撃 性 の 高 お よ び 低 に 分 系 育 種 さ れ た マ ウ ス 系 統 の 繁 殖 能 力 と 春 機 発 動 期
内 田 宏 , 水 問
1 ! ι 1
日 畜 会 報  5 4 : 6 5 4 - 6 6 0  1 9 8 3
そ の 他
e .
D  テ ス ト ス テ ロ ン に 対 す る マ ウ ス の 精 の う , 前 立 腺 反 応 の 遺 伝 的 変 異 に 関 す る
研 究
1 . 幼 若 マ ウ ス に お け る 重 量 反 応 の 系 統 差 と そ の 遺 伝
声 1
狩 野 耕 一 郎 , 水 問
5 呈 .




3) E丘ect of thyroid hormone on the 宮eneticaⅡy contr011ed activity of
Serum esterase ln mlce
KOMEDA K., Y.0OKI& Y. MIZUMA





4) Heterosis qnd genetic effects of cross parents on long、term perfor、
mance of reproductlve traits per feed lntake in two strains of mice
SATO M, Y. MIZUMA & T. YAMAGISHI
Jpn. J. zootech. sci.58:421-428 1987
5) Lifetime performance of the reproductive traits in two inbred lines
Of lnice
SATO M, Y. MIZUMA & T. YAMAGISHI
Toh01(U J. Agr. Res.36:67ーフ3 1987
6) Heterosis in survival of transferred mouse embryos
nDA K, J. NAGAI& Y' MIZUMA
Z. versuchstierkd 30:99-102 1987
( 2 )粗飼料利用能力の高いハムスターの選抜育種に関する研究

















フ ) 粗 纖 維 含 量 の 異 な る 飼 料 条 件 下 で 飼 料 消 化 量 の 多 い 方 向 に 選 抜 し た ハ ム ス タ ー
系 統 の 飼 料 利 用 性
萱 場 猛 夫 , 国 分 洋 一 , 篠 原 久 , 水 間
! そ デ ー
草 動 研 誌  4 : 2 7 - 3 3  1 9 7 9
8 ) 粗 纎 維 含 量 の 異 な る 飼 料 条 件 下 で 飼 料 消 化 量 大 方 向 に 選 抜 し 九 ハ ム ス タ ー 糸 統
の 成 長 に つ い て
住 a
萱 場 猛 夫 , 菅 野 秀 夫 , 水 間
」 歪 .
草 動 研 誌  5 : 6 5 - 7 0  1 9 8 0
9 ) ハ ム ス タ ー の 体 積 を 測 定 し , 生 体 の 化 学 的 体 構 成 を 推 定 す る 方 法 に っ い て
豊
萱 場 猛 夫 , 小 野 正 隆 , 水 間
草 動 研 誌  7 : 2 9 - 3 4  1 9 8 2
1 の ハ ム ス タ ー の 代 償 成 長 能 力 に お け る 系 統 間 比 較
城 田 昌 之 , 水 間 豊
草 動 研 誌  7 : 4 1 - 4 6  1 9 8 2
I D  離 乳 子 数 大 方 向 へ 選 抜 し 九 ハ ム ス タ ー の 泌 乳 能 力 の 改 善
篠 原 久 , 萱 場 猛 夫 , 水 問 豊
草 動 研 誌  1 2 : 2 6 - 3 1  1 9 釘
1 2 ) ハ ム ス タ ー に お け る 総 纎 維 分 画 の 消 化 性 に 関 す る 研 究
1 . 消 化 管 容 積 の 飼 料 中 繊 維 成 分 含 量 に 対 す る 反 応
佐 々 木 修 , 篠 原 久 , 水 問 豊
草 動 研 誌  1 4 : 2 2 - 2 8  1 9 8 9
(  1  ) 家 畜 ・ 家 禽 の 育 種 に 関 す る 総 説




日 畜 会 報  3 1 : 1 - 8  1 9 6 0
2 ) 家 畜 の 育 種 に お け る 遺 伝 子 型 と 環 境 の 交 互 作 用
豊
水 闇
日 畜 東 北 支 部 会 綴  1 2 : 1 6 - 2 0  1 9 6 2
1 3 ) 同 上
2 . 粗 繊 維 消 化 に 関 す る 形 質 の 因 子 解
豊
佐 々 木 修 , 篠 原 久 , 水 間
草 動 研 誌  1 4 : 2 9 - 3 5  1 9 8 9
1 4 ) ア ル フ ァ ル フ ァ 単 一 給 与 で 離 乳 子 数 大 方 向 に 選 抜 し 九 ハ ム ス タ ー の 飼 料 利 用 性
篠 原 久 , 水 問
豊
草 動 研 誌  1 4 : 3 6 - 4 2  1 9 8 9
Ⅱ . 総 説 等
3) Animal and pou]try breeding in Japan
MIZUMA Y.




































2 ) 国 士 利 用 と 肉 用 牛 生 産
豊
水 間
肉 用 牛 総 合 問 題 研 究 会 中 問 報 告  1 9 一 蛇
全 国 肉 用 牛 協 会  1 9 7 9
3 ) 牛 肉 を 安 定 供 給 し , 肉 用 牛 経 営 を 発 展 さ せ る た め に わ が 国 の 牛 肉 並 び に 肉 用 牛
問 題 に 対 す る 提 言 の 九 め の 検 討 内 容  1 - 3 5
水 問
崖 t
」 王 戸 .
肉 用 牛 総 合 問 題 研 究 会 ( 全 国 肉 用 牛 協 会 )
1 9 8 0
り 牛 肉 の 長 期 安 定 供 給 の 六 め に 注 目 さ れ る 草 か ら 牛 肉 へ の 肉 牛
」 1 1 1
水 問
5 ヨ .
日 本 短 角 種  1 - 3 3  仙 台 市  1 9 8 0
6 ) 肥 育 牛 経 営 の 考 え 方
水 問
豊
五 城 農 友 昭 和 5 7 年 7 月 1 0 - 1 4
宮 城 県 農 業 普 及 協 会  1 9 8 2
フ ) 和 牛 生 産 の 課 題
水 間
」 圭 き {
! 五 , ー
肉 用 牛 基 金  1 3 号 : 1 2 - 2 4
肉 用 牛 価 格 安 定 基 金 協 会  1 9 部
8 ) わ が 国 養 鶏 産 業 の ビ ジ . ン
豊
水 間
日 本 養 鶏 産 業 第 3 3 集  1 9 - 2 3
日 本 養 鶏 協 会  1 9 部




東 北 家 畜 品 種 研 究 会 報 告 書  N O . 1 , 3 - 2 5
東 北 農 村 文 化 協 会  1 9 8 5
1 の 肉 用 牛 の 生 産 . 経 営 並 び に 牛 肉 の 流 通 ・ 消 費 の 課 題 に 対 す る 提 舌 の ま と め
水 間 豊
国 際 化 時 代 に 対 応 し た わ が 国 肉 用 牛 の 生 産 並 び に 牛 肉 の 流 通 消 費 に 関 す る 穀 d
J
7 9 - 1 3 0
全 国 肉 用 牛 協 会  1 9 8 5
I D  韓 国 に お け る 食 糧 自 給 と 主 穀 作 物 の 育 種
水 間
豊
二 国 問 学 術 交 流 派 造 代 表 団 報 告 書  1 2 6 - 1 3 7
日 本 学 術 会 議  1 9 釘
5 ) こ れ か ら の 和 牛 の 子 取 り 経 営
水 間
豊
和 牛 子 と り の 手 引 き  3 - 4 4






































肉用牛基金 9-12, a988:1月号) 19部
2 0
5 ) 養 鶏 の 経 営 と 管 理 技 術  1 - 7 4
豊
水 問
宮 城 県 畜 産 会  1 9 6 6
Ⅱ ) 今 後 の 養 鶏 の あ り 方 と 経 営 診 断 上 の 問 題
水 間
畦 牝
畜 産 み や ぎ  1 1 : 5 - 7  1 2 : 1 1 - 1 4  1 9 7 1 ,
6 ) 養 鶏 経 営 の 診 断 の 実 際
豊
水 問
五 城 農 友 昭 和 4 2 年 8 月 3 8 一 如
宮 城 県 農 業 普 及 協 会  1 9 6 7
1 5 ) 動 植 物 育 種 に お け る バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー
豊
水 間
有 用 形 質 に 関 す る 遣 伝 情 都 の 解 析  4 0 - "
有 用 形 質 選 抜 の シ ス テ ム 化 " - 4 7
昭 和 5 8 年 度 科 学 研 究 費 補 助 金 ( 総 合 B  代 表 者 中 島 哲 夫 ) 研 究 成 果 報 告 書
1 9 8 4




岩 手 県 農 務 部  1 9 6 7
1 2 ) 粗 飼 料 利 用 能 力 の 高 い 実 験 小 動 物 ( ゴ ー ル デ ン ・ ハ ム ス タ ー ) の 選 抜 育 種 に 関
す る 研 究
水 間 皿
農 林 水 産 業 特 別 試 験 研 究 費 補 助 金 に よ る 研 究 帳 告  1 - 5 0  1 9 7 フ
1 3 ) 北 鹿 地 域 畜 産 主 産 地 形 成 基 本 調 査 中 問 報 告 書  1 - 1 2 1  東 北 農 政 局  1 9 8 0
豊 編
水 問
8 ) 食 肉 生 産 事 情 及 び 乳 用 雄 子 牛 の 肉 生 産 利 用  1 - 1 5
豊
水 問
仙 台 地 区 農 協 畜 産 飼 料 技 術 普 及 連 絡 協 議 会 技 術 研 究 会 資 料  1 9 6 7
1 4 ) 東 北 大 学 農 学 部 の 創 設 の 経 緯 と 初 期 の 状 況  1 - 1 8
豊
水 闇
東 北 大 学 農 学 部 3 5 年 の 歩 み  1 9 8 2




畜 産 み や ぎ  5 : 6 - 7  6 : 1 0 - 1 1  7 : 1 - 3  8 : 9 - 1 1  1 9 7 0 , 9 : フ - 1 1
1 0 : 1 2 - 1 6  1 9 7 1
3 : フ - 8  1 9 7 2














































フ ) 家 畜 育 種 学





家 畜 育 種 の 沿 革  1 - 1 3
家 畜 の 量 的 形 質 の 遺 伝 支 配  7 0 - 7 2
量 的 変 異 の 分 析 の 方 怯  7 2 一 部
集 団 の 遺 伝 的 構 成  8 4 - 8 9
育 種 目 標  9 0 ・ ・ 9 4
育 種 計 画  1 4 7 - 1 5 4
肉 用 牛 の 育 種  1 6 8 - 1 朋
鶏 の 育 種  2 0 3 - 2 1 5
今 後 の 展 望  2 2 9 - 2 3 2
朝 倉 書 店  1 9 8 2
Ⅱ ) 日 本 短 角 種 登 録 協 会 3 0 年 の 歩 み
水 間
豊
日 本 短 角 種 の 改 良 経 過  3 4 - 3 7
日 本 短 角 種 登 録 協 会  1 9 8 8
8 ) 騨 卵 技 術 者 資 質 向 上 研 修 会 テ キ ス ト ( P P . 1 - 2 2 1 )
豊
水 闇
養 鶏 概 論  1 - 3 1 日 本 種 鶏 聨 卵 協 会  1 9 8 3
1 9 8 9





畜 産 と 畜 産 学  1 - 4
日 本 の 畜 産  3 5 - 5 0
卵  9 5 - 1 0 1
家 畜 の 育 種  1 4 1 - 1 6 5
朝 倉 書 店  1 9 8 5
1 2 ) こ れ か ら の 肉 用 牛 を 考 え る 一 牛 肉 輸 入 自 由 化 に そ な え て ー
水 間 豊
肉 用 牛 低 コ ス ト 生 産 を め ざ し て  1 . 繁 殖  3 6 - 6 4  全 国 肉 用 牛 協 会
他 1 0 氏 共 著  P P . 1 - 2 9 6
1 の 現 代 人 と 食 ( 放 送 に よ る 東 北 大 学 解 放 講 座  P P . 1 - 1 2 7 )
水 闇 豊
畜 産 物 の 消 費 な ら び に 畜 産 の 現 状 と 今 後 の 課 題  1 0 2 一 Ⅱ 4
東 北 大 学 教 育 学 部 付 属 大 学 教 育 開 放 セ ン タ ー  1 9 8 6
